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11月も半ばを過ぎ、そろそろ来年のことを考える時期になりました。「来年の話をすると鬼が笑う」という諺
は、先のことは誰も予測できないのにあれこれ思案してもムダだという意味だそうですが、税務は基本的に
事前届出・事前申請の世界。せめて１年先のことぐらいは考えないと務まりません。 所長税理士 川崎直美
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今月のマメ知識：【生命保険の「契約者変更」に関する税金】
「子どもに掛けていた生命保険の契約者を、親である私から本人に変更したいのですが、これまで支払った保険料に税金はかかりますか？」という質問がありました。子どもの就職や結婚などを機に、生命保険の契約内
容を見直すことは少なくありません。親から子へ契約者を変更した場合、その時点で
は解約返戻金などの支払いは発生していないため、原則として贈与税はかかりませ
ん。しかし、それまで保険料を親が支払った事実は引き継がれます。その後、子ども
が満期保険金や解約返戻金を受け取った場合には「誰が、いくら保険料を負担した
か」の割合に応じて税金が決まります。親が負担した部分は贈与税、変更後に子ども
自身が負担した部分は所得税の対象となります。なお死亡保険金を受け取った場合は、被保険者・保険料負担者・受取人の組み合わせによって、相続税・所得税・贈与税のいずれかが課税されます。名義変更時は過去の払込実績の記録・保管が重要となりますのでご注意ください。
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今月のキーワード：【the giving season】
街角など募金活動が盛んになる歳末。アメリカではクリスマスという時期に加え、課税年度内に行い優遇を受けるという理由で年末に寄付が増えるため、歳末を“the season of giving”「慈善活動・寄付の季節」といいます。「寄付」は “donation”や“charitable giving”です。「ドネーション」はときどき耳にしますね。「チャリティー」の形容詞であるチャリタブルを使った“About 33% of charitable giving happens during December.”で「寄付の約33％が１２月に行われる」です。

来る１月１７日は「おむすびの日」。ごはんを食べよう国民運動推進協議会が２０００年に制定した後、１８年に米穀安定供給確保支援機構が活動を引き継ぎ、全国でイベント等が開催されています。ところで「なぜ１月１７日？」と思った方も少なくないのでは。１９９５年のこの日、阪神・淡路大震災が発生。ボランティアの炊き出しによりたくさんのおむすびが届けられました。そこで「主食である米の重要性を再認識してもらい、ボランティアの善意を忘れない」ことを目指し、人と人との心を結ぶ「おむすび」の日として記念日としたのだとか。被災した環境下で場所を選ばず栄養補給できる利便性のみならず、日頃から慣れ親しんでいるものを口にすることで得られる安心感は、おむすびならではともいえるかもしれません。１月１７日は阪神・淡路大震災、そして日本・世界各地の被災地へ祈りを捧げながら、あらためて災害時の「食」の備えについて考えてみませんか。
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こんにゃくを十分ほどゆでてよく温めたら、タオルに包んで凝っている首や肩に当てます。こんにゃくは水分が豊富なのでカイロとは違う「湿った熱」が体の奥までじわじわ浸透し、しかもなかなか冷めません。温め直して何度か使えますが食べるのはＮＧです。
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今月の商売のヒント：【羊飼いに学ぶリーダーシップ】
２０２７年は未（ひつじ）年。羊といえば、群れで行動する動物ですが、その群れを導く羊飼いの姿にはリーダーシップの根源的な問いが潜んでいます。南アフリカの元大
統領であるネルソン・マンデラは、自
伝『自由への長い道』の中でこう語っ
ています。「リーダーは羊飼いのような
ものだ。彼は群れの後ろにとどまり、
最も足の速い羊たちを先に行かせ、他
の羊たちをそれに従わせる。群れは皆、
自分たちが自らの意志で進んでいると思い込んでいるが、実際はずっと後ろから導かれているのだ」。この言葉は、マンデラが少年時代に目にした部族会議の光景そのものでした。首長が何時間も口を挟まず、全員が話し終えるまで耳を傾けていた姿を見ていたマンデラは、大統領になってからも会議で真っ先に自分の意見を口にすることはしませんでした。反発や異論すら最後まで聞き届け、相手が「自分でこの答えを選んだ」と心底思えるまで辛抱強く対話を重ねたのです。人を率いる本質は力技で従わせることではありません。本来あるべきリーダーの姿は、最後尾から全体を見渡し、遅れる者を支えながら大枠の針路を保つ。人は命令されると身構えますが、自ら決めたと実感できたとき、初めて当事者として歩き始めます。先頭で旗を振るリーダーは自分自身を主役にしますが、最後尾に立つリーダーは、現場のひとりひとりを主役に仕立て上げるのです。自分の手柄を誇るためではなく、誰かが誇らしく前を歩くための足場になること。静かに後ろを歩く覚悟こそが、自走する強いチームを育てていくのだと思います。
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これまでの苦労が実り仕事もプライベートも充実する運勢。人と交流する機会を積極的に増やすと吉！
小さなことでも地道に積み上げていくことが開運につながります。困り事は目上の方に相談しましょう。
心配事などが増えて思うように進展しにくい運勢。余計なことに深入りせず、自分時間の確保を大切に！
問題が起きたらひとつずつ丁寧に対応することで運勢が落ち着くようです。争い事を避けることで開運。
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川崎直美税理士事務所
〒597-0012　大阪府貝塚市津田３６３番地
TEL：072-433-3020   FAX : 072-423-3670
URL : https://www.kaikei-home.com/kawasaki-na-ac/
MAIL : tax-kn@outlook.jp
事務所営業時間　　平日 8:30～17:30



[image: ]【イン・ザ・メガチャーチ】
朝井リョウの２０２６年本屋大賞受賞作。推し活をテーマに３名の登場人物の視点で描かれ、途中から交錯する物語。現代を鮮やかに切り取った一冊です。
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